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臓器特異性に関する化学的研究
（脊髄の臓器特異性）
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　　　　　　　　　緒　　雷　　　　　　　　　　　　Cerebroside及び生理的食塩水抽tl！1液との反応を検

脊髄の1備学的臓糀矧生1よ脊髄繊納の特獺自　したので・その勲糸課を幸購する・

質の存在に帰因するものではなく，」血L清学的に共通セこ

作用する或る種の脂質の存在による（，のであること　　　　　　　　　　　　粟験の部

は，既に横沢①によつて報告されていた。更に著者は　　　　I　Cholestero1及びCerebrosideの抽出精製

前報②において1脊髄のlbrwal　・特異性にはCh。leste－　　a）Ch・エeste・・1・馬，：1・及び豚3種類についてそ

ro1，　Cephalin，　Lecithin及びCerebroside等が関　　　れそれの脊髄組織粥に3倍錨：のAceteneを加えて数

与し，これらの脂質は単独では抗脊髄煎L溝に対し活性　　　時欄振懲抽出し，Acetoneを替えてこれを3回反復

は認められないが，種々に組合せた場合に，その中の　　　して濾液を集め・蒸発乾固して水分も完全に蒸発さ

数種類の組合せにおいて著明に活性が認められたこと　　　せ，残溢を再び3倍量のAcetoneに溶解し，不溶物

を報告した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を除いた濾液を蒸発乾固し，この操作を2圓反復して

　一方脳の臓器特異性に関しては藤村③，桜井④，　　　Acet。ne　iil溶性分を得た。このEthano1溶液（29

RapP。rt⑤らの報告があり，　RapPort⑤は脳の　　／10（｝mの1容を，1％Digitonin－ethanol溶液（75°

CerebrosideにCholestero1＋Lecithin（ユ：1）を加　　　Cに加温）10容に加え，少鍛の水を添加して75°Cに

えたものを試験管内抗元とし，抗脳血L満との補体結合　　30分間放置し，更に室温に一昼夜放置した後，濾過し

反応において，その臓器特異的活性を認め，脳に臓器　　　て沈澱物（Cholesterol－digitonide）をとり，この沈

特異性を与える脂質の一つはCerebrosideであると　　澱物をChlorQfQrmで充分に洗蘇した後，　Schoen一

述べている。桜引④は脳のCerebrosideセこCho－　　heimer⑥の法によりCholestero1を遊離させて回

lesterolのみを加えたものでも著朋に活姓を認めてお　　　収し，これを更に微蚤に残存する燐脂質を除くために

り，脳のCerebrosideにCholestero1を加えたも　　　40倍のPyridinに溶解して10倍盤の酸化Alumini一

のにSchlepperとして豚血溝を用いて家兎を免疫　　　umのColumnを通して精製した。

し，脳の生理的食塩水抽出液と臓器特異的に反応する　　　　b）　CerebrosiCle　：馬，牛及び豚3種類についてそ

抗江巳清を得たと報告している。　　　　　　　　　　　れそれの脊髄のAcetone不溶の残演をEtherで充

　著者の先の実験②においても，脊髄より抽出精製し　　　分に抽出し，吸引濾過して残液を乾燥させ，これに2

たCholesterolとCerebrosideの混命物が抗脊髄　　　倍量の9Q％Ethanolを加えて60°Cで抽111し，熱時

血清と臓器特異的に反応することが認められたので，　　　濾過して濾液を常温に一夜放嚴して析出物をとり，こ

脊髄のCholesterolとCere1）rosideを用いて家兎　　　れを再び90％Ethanolで60°Cで；lk出t、　t不溶物を

を免疫し，その抗1血清を以つて脊髄のCholestero1＋　　　除いた慮液を氷室で冷却して析出物をとり，こ，れを
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　　　　　表1　　　　　　　Cholesterol及びCerebrosideの分析

Cholesterol

Cerebroside

N
（％）

馬t

馴
豚1

馬　11．70

牛　　1。71

豚　　1，70

P
（％）

ぐ0．005

＜0．005

Molisch

反　　応

惜

Liebermann－
Burehard反応

→什

Hack⑧のxポツトテスト

・・による艶に皆。ド蛯

NはMicr。－Kj，ld。h1法により，PはAl1・nの法の変法⑨により定鍬

Acetone及びEtherで充分洗瀞して粗Spllingo－　　　　1［　抗【lll清の調製

1ipid粥た。、．tLからC、，ter，　F・jil・・⑦の灘より　先の轍②堂・オ・いて調製し蹴脊髄1備と醐tより

Cerebrosideを精製した。　　　　　　　　　　　　　　　得たCholestero1＋Cerebrosideとの補体結合反応

　以上の方法で脊髄より得たCholestero1及びCere－一　　では，　Cholesterol：Cerebrosideが1：1よりも3：

brosideの分析結果は表1に示した。　　　　　　　　　1の方が活性が薯明（表2，3）であることから，上述

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の方法で馬、牛及び豚3種類にっいて陶種の褥髄より

表2脊髄のCh。1，、t，，。1＋C，rebr。・id・（1・1）　　得たCh・1・・ter・1とC…b「°sideを3：1｝覗脅し，

　　　と抗脊髄1‘IL清による補体結合反応　　　　　　　このEthanol瀞液（20nig／lme）1容に・生理的食塩
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対照　水で3倍に鰍した馳満：聰を臓てよく卿し

pt－’｝@　　この5認宛を以つて叡兎を5日聞隔で4圃静脈内温謝
゜・c・　によ晩疫を行なつた。この∫没織謝より7畷に全
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表3　脊髄のCholesterol＋Cerebroside（3：1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．．．

　　　と抗脊融湾による繍融反応　　　，。、」Uいずに，甑の抗、㈹。，鞭の補触髄臓

惜　冊　　　採ifELして血溝を分離しt補体を非働化して抗血満を調

　　帯　　　製した。

　　柵　　　　　　皿　上記抗血溜による補体結禽反応

柵　　　補体齢反応はB，。翻。菖灘よりド例の試験

　　　　　　管にそれぞれ10階稀釈抗血滴を0．5me，補体血溝を順

ur　　次2・4・6・8，1°，12輸・及び抗烈溶血阻糧
　　　　　　の半鰍）を各々に加え，37°Cで1時間反応させた後

　　　　　　各管に05形の感作血球を加えて　再び37°Cで1時間

　　　　　　　（15分毎に振勲）羅いた後その溶血度を検した。表中

　　　　　　の（冊）は完全溶血，（一）は完全不溶血，（＋）及び

　　　　　　（十干）はその中間の溶」血．度を示す。対照のC1は抗7C
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対　照　　　たもの，C2は抗血清を用いずに2倍量の抗元に2単

CIC2　　位の補体血清を加えたものである。

帯耕　　上記抗備厳4に示す如く篤轍ぴ豚礪類の
　　紐　　　いずれの脊髄のCholeste「ol＋Ce「eb「esideとも薯

　　冊　　　明に反応し，更に表5に示す如くこれら3種類のいず

冊　　　　　れの脊髄の生理的食臨水抽出液とも著明に反応するこ

　　　　　　とが認められたo

柵　　　　　　　　　　　　　　　結　　論

　　　　　　　1）　馬，牛及び豚3種類の脊髄を用い，同種の脊髄

　　　　　　のCholestero1とCerebrosideとの混合物で豚血湾
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表4脊髄のCholesterol＋Cerebroside．3：1）　　　　　 文．献
　　　で豚血清をSchlepperとして家兎を免疫　　　　①Yokozawa，　Y．：Med，　J．　Shinshu　Univ．，2：

　　　して得た抗前1清と・脊髄DCholesterol＋　　　　　347，1957　　　②小田島弘明：僑州医誌，15：533，

　　　Ce「eb「oside（3：1）による補体結合反応　　　　　1966　　　③Fujimura，　S，：J．　Biochem．，34：
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十li一　　　　　　　　日召32，　メL慈Fs株武会雁ヒ

表5　脊髄のChoiesterol＋Cerebroside（3：1）

　　　で豚1丘L清をSchlepperとして球兎を免疫

　　　して得た抗血消と，脊髄の生理的食燈水抽

　　　出液による補体結合反応
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　　冊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「「

冊

冊

をSchlepperとして家兎を免疫して得た抗血清は，

いずれの脊髄のCholesterol＋Cerebroside及び生

理的食塩水抽出液とも著明に反応することが認められ

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・：

　2）以上の実験結果から脊髄に臓器特異性を与える

脂質性抗元の少くとも・一っはCholesterol＋Cere－

brosideであると考えられる。
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